
平成２９年度鹿児島大学関連新聞掲載一覧（2月)

掲載日 記事内容（見出し等） 掲載紙

2月1日
国公立大2次　倍率4.4倍
鹿大前期2.5倍 南日本

2月1日
薩長同盟酒オリジナル焼酎　命名「薩摩熱徒（ねっと）」　鹿大ラベル選考、今春完成へ
プロジェクト世話人　農学部　下田代　智英准教授（作物学） 南日本

2月1日
九州さかな日和。　メジナより黒くないクロメジナ
水産学部　大富　潤教授 南日本

2月1日
鹿児島市にサッカースタジアム　　市長「取り組み進めたい」
社会貢献機構　井上　佳朗　特任教授（サッカー等スタジアム整備検討協議会会長） 毎日

2月1日
スタジアム建設地提言　鹿児島市長に検討協議会「都心部望ましい」
社会貢献機構　井上　佳朗　特任教授（サッカー等スタジアム整備検討協議会会長） 読売

2月1日
第65回県下一周駅伝　舞台整える”見守り役”
教育学部卒業生　増田　久氏 南日本

2月3日

鹿大発ＬＥＤ　鹿児島県庁エントランスホール　86メートル下照らす
クルーシャル・クーリング・パフォーマンス(CCP)
鹿大ベンチャー企業　水田　敬代表取締役（理工学研究科助教）

南日本

2月3日
海岸を譲る、人を守る、環境を守る　～2月17日 UAVの応用に関する勉強会を開催～
水産学部海洋資源環境教育研究センター長　西　隆一郎教授 読売

2月4日
被ばく患者の治療手順確認　鹿大病院が初参加
鹿児島県内唯一の原子力災害拠点病院に指定（昨年11月） 南日本

2月4日
鹿大生、市長とふれあいトーク　甲突川沿いに新屋台街・世界一高いコーヒーを
法文学部学生市政出前講座「まちづくり論」 南日本

2月4日

ショチョガマから米作りまで「環境文化」理解しよう　鹿大研究会、奄美国立公園誕生でシ
ンポジウム
鹿児島大学環境学研究会

南日本

2月6日
グッジョブかごしま　■セイカ食品　自分見つめ直す機会に
卒業生　宮川　晃輝さん（工学部） 南日本

2月7日
災害時に精神科医派遣
鹿児島県が「災害派遣精神医療チーム（DPAT）」として鹿児島大学を指定 南日本

2月7日
かごしまドクター便り
すい臓に優しい生活を
鹿児島大学病院糖尿病･内分泌内科　出口　尚寿講師

南日本

2月8日
災害派遣精神医療チーム　DPAT発足
鹿大と姶良病院　県が協定 毎日

2月8日
鹿大病院の新病棟完成　10日から稼働

南日本

2月8日
若い目　なわとびとべたよ
附属小学校1年　たけさこ　わかさん 南日本

2月9日
復興願い「みんなの家」　熊本・宇城の仮設　鹿大研究室が設計
工学部　鷹野　敦准教授（建築設計） 読売

2月9日
鹿大生が商戦企画　バレンタインもっと気楽に
法文学部人文学科　社会心理学学生の取組「リラックスバレンタイン」 南日本

2月9日
南点　大学の2018年問題いよいよ
卒業生　楠元　香代子氏（彫刻家、崇城大学教授） 南日本

2月11日
学生視点で鹿児島発信　鹿大生企画観光コンテスト　学生団体スパイスアップ鹿児島
最優秀賞に鹿大農学部3年　牛川　太郎さん 南日本

2月12日
金山観光　広域連携を　４市町、さつまで意見交換
鹿児島大学名誉教授　新田　英治氏 南日本

2月12日
焼酎消費拡大へ講演や死因催し
鮫島　吉廣客員教授が焼酎蔵や杜氏の歴史などを紹介 南日本

2月13日
原子力災害に備えを　鹿大でセミナー
鹿児島大学地域防災教育研究センターと環境省が主催 南日本



掲載日 記事内容（見出し等） 掲載紙

2月15日
九州さかな日和。　海の「こぶとりじいさん」
水産学部　大富　潤教授 南日本

2月16日
国公立大2次4.6倍　鹿大2.6倍、鹿屋体大3.4倍

南日本

2月16日
大河「西郷どん」楽しみ方を伝授　姶良で原口　泉さん
鹿児島大学名誉教授　原口　泉氏（県立図書館長・志學館大学教授） 南日本

2月16日
鹿児島県海外技術研修員らの修了式・報告会
鹿大留学生　後平佐藤カロリネ・エリさん 南日本

2月16日
地元焼酎　地元も飲もう　　ライバル７社「七蔵」推進
鮫島吉廣客員教授　特産品、食でも取り組みを 南日本

2月17日
元教授に解決金支払い　鹿大アカハラ訴訟和解

南日本

2月17日
選挙の意義　高校生に訴え　肝付　県内大学生が模擬選挙
大学生でつくる「学生投票率100％をめざす会」の取り組み 南日本

2月17日
オセモコ　何事も全力で取り組もう　部活と学業　両立の秘訣知りたい
鹿児島大学陸上競技部2年　田坂　裕輝さんを取材 南日本

2月17日
子育て支援　産科医確保に新事業

南日本

2月17日
新しい時代　幕開けの予感　西郷どんとその時代　鹿児島に48日間、米国の事情伝える
鹿児島大学名誉教授　原口　泉氏（県立図書館長・志學館大学教授） 朝日

2月18日
焼酎の魅力　世界へ　マイスターに初の外国人　米出身・エイリー麻弥さん
鹿児島大学「かごしまルネッサンスアカデミー焼酎マイスター養成コース」2017年修了式 南日本

2月18日
米国人「焼酎マイスター」　鹿大で修了式　外国人で初認定

読売

2月18日
焼酎マイスター初の外国人も　鹿大で修了式「魅力伝えたい」

朝日

2月19日
東京五輪パラと平和な世界　市民レベルで国際交流を
鹿児島大学名誉教授　岡田　猛氏 南日本

2月19日
論点　海外交流最前線の地
尚古集成館館長　松尾　千歳氏（法文学部卒業生） 南日本

2月20日
和楽器体験　魅力を実感（西之表）
鹿児島邦楽団（鹿大OB管弦楽団） 南日本

2月20日
ふるさとづくり総務大臣賞　南九州の「頴娃おこそ会」霧島の「佳例川公民館」
鹿大、企業と連携し伝統行事の掘り起こし、特産品の開発などを展開 読売

2月20日
母国を思い旧正月祝う　在留ベトナム人5年前の10倍　130人が新年会満喫
鹿児島大学留学生ら鹿児島ベトナム人会 南日本

2月20日
グッジョブかごしま　■JA鹿児島県中央会　地元への貢献アピール
卒業生　長谷　真吾さん（法文学部） 南日本

2月21日
鹿児島、沖縄に油様漂着物　奄美沖タンカー沈没後野生生物に被害
水産学部　中村　啓彦教授（海洋物理学） 南日本

2月21日
鹿屋市　ＡＩ活用　放牧技術実証へ　来年度予算案　鹿大などと共同で

毎日

2月21日
かお　HAM新薬の有効性を証明した医師
卒業生　山野　嘉久氏（医歯学総合研究科） 南日本

2月21日
パーキンソン病の治療法　脳に電極埋め刺激　鹿大医学部脳神経外科　推進へ本格導入
医歯学総合研究科　花田　朋子助教 南日本

2月21日
カゴシマドクター便り　ホルモン　体の働きを巧みに調節
鹿大病院糖尿病・内分泌内科　西尾　善彦教授 南日本

2月22日
大波小波　学生らの力作40点
鹿児島大学教育学部美術専修と教育学研究科計19人が出品 南日本

2月22日
木造住宅日置・北園製材所と鹿大　間伐材利用で産学連携
理工学研究科　鷹野　敦潤教授（建築学） 南日本

2月22日
九州さかな日和。　ネコザメ　猫の顔に見える？
水産学部　大富　潤教授 南日本



掲載日 記事内容（見出し等） 掲載紙

2月23日
維新150年　酒米づくり「薩長同盟」鹿大と山口大、風邪に強い稲　栽培
鹿大農学部　下田代　智英准教授、山口大農学部　荒木　英樹准教授（栽培学） 読売

2月23日

肝付町へ活性化策提言　鹿大生７人　コメ新加工品例示
農学部4年生7人による肝付町上北地区の活性化策発表（李 哉泫准教授指導の農業経営経済
学講座）

南日本

2月23日
関西に「かごしま若けもんの会」を発足
関西鹿児島県人会総連合会（稲盛和夫会長） 南日本

2月23日
がん患者へのケア方法学ぶ
医歯学総合研究科　的場　康徳医師（腫瘍学講座） 南日本

2月23日
ＪＲ九州来月減便　転機迎える地方交通網
法文学部　北﨑 浩嗣教授 南日本

2月23日
鹿大カフェに「ハラール」　留学生「友人と食事楽しい」
水産学研究科　モハマド・モサデカ・ラーマンさん、リンドン・ハビマナさん 南日本

2月23日
南点　井上さんの思い出
卒業生　楠元　香代子氏（彫刻家、崇城大学教授） 南日本

2月24日
明治維新150年　薩長で清酒　鹿児島・山口市が共同開発

日経

2月24日
かお　ハンセン病を学べる漫画「麦ばあの島」を出版した　古林　海月さん
大学院卒業生（民俗学）　古林　海月さん 南日本

2月25日
有馬万里代の卒寿130人祝う
鹿児島大学名誉教授　有馬　万里代氏 南日本

2月26日
鹿大、鹿屋体大3495人挑む　国公立大2次試験始まる

読売

2月26日
鹿大、鹿屋体大に3495人　国公立大2次試験始まる

南日本

2月26日
鹿大と鹿屋体大2次試験始まる

朝日

2月26日
健康志向で注目、安全・高品質　ハーブ特産化の動き　認知度、販路に課題
大浜　洋幸さん（マックルー・コーポレーション） 南日本

2月26日
論点　問題の多い家庭教育支援法
教育学部　齋藤　美保子准教授 南日本

2月26日
もっと音楽発表の場を　下野竜也みやま音楽塾で指導　広響で凱旋公演　楽しみ
卒業生　広島ウインドオーケストラ音楽総監督　下野　竜也氏 南日本

2月27日
鹿大と鹿屋体育大前期日程終わる　国公立大2次試験

南日本

2月27日
桜島、霧島周辺の宿泊・観光拠点　全59施設　避難計画策定　御嶽山教訓、防災を強化
石峯　康浩特任准教授（火山物理学） 南日本

2月28日
大波小波　学生の建築設計展「かごしまデザインプロジェクト」
鹿大3年　大内　健造さん 南日本

2月28日
公共交通　在り方示せ　南日本新聞「読者と報道」委員会
医療・福祉で問題提起を 南日本


